
少子高齢化や人口減少が続くと見込まれる社会状況に加え、厳しい経済環境においても、本市の商業、工業、農業、林
業、観光が持続的に力強い発展をしていくための基盤づくりを進め、本市の特徴である豊かな山林や農地、歴史・文化
資源などを生かし、他地域や多くの人々との連携のもと、魅力ある産業振興施策を推進することを目的とする。

産業振興ビジョンに掲げられた将来ビジョン「豊かな資源を生かして新たな価値を想像し、みんなで産業を育て
るまち」を実現するために、市内事業所及び関係各課、関係機関と連携しながら、産業振興施策を着実に推進
していく。今後の
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産業振興ビジョンに基づく各事業は、市内事業所の活性化に資するもの
であるため。A

産業振興ビジョンに基づき、初めて実施された施策も多く、効果検証には
時間を要するが、市内事業者にとってより効果的な取組みとなるように引
き続き検討する。
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産業振興ビジョンを推進するために、関係各課のアクションプラン掲載事業の進行管理を行うとともに、同プランの年次
更新を行う。また、企業誘致・ホテル誘致に向けた取組み、産学官による連携事業の実施、市内事業所の事業活動の紹
介など、本市の産業振興に資する取組みを積極的に実施する。
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